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ま え が き

筆者は1966年12月 7日から1カ月間,東南アジア旅行を試みたO 行ったのはマレーシア ･タ

イ両国が主で,それぞれ 9日間,15日間滞在 して各地を旅行し,帰途,カンボジアと台湾とに

寄 って,どちらにも3口問滞在 した｡この旅行中,興味を見えて研究を始めたか,またはこれ

から始めようとしている項目はい くつかあるが,そのうちで,ここでは表題にかかげた事項に

ついて論述 し,同好諸氏のご批判を仰ぎたい｡

筆者が今回,訪問 したマレーシアはマラヤ

のほうであって,そのIIIでも酉部地方にある

肯都 クアラルンプールとベラク州の州都イポ

ー地方とである. イポ- (Ipoh)は1890年以

栄,錫の産額で世界一を誇ってきた有名なキ

ンク谷 (KintaValley)の中 心地である｡キ

ンク谷はベラク (Perak) 川の支流キンク川

の谷であり,この川のlll･下流はイポーを通

って,北から南-流れるが,キンタ谷の谷底

は, 幅が 5-12km もある広い平坦な沖積平

野をなしている｡この沖積平野をつ くってい

る砂磯層が,実はマレーシアの経済において

最 も重要な地位を 占 める錫鉱味をなしている

のである｡ この鉱尻は砂疎鉱床であって,衣 図1 マ ラ ヤ 略 図
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莱,主として花園岩中に生成 された錫石 (Sno2,CaSSiterite)の粒子が, 花園岩の風化と流水

の侵蝕 ･運搬とによって,石英そのほかの鉱物粒子 とともに,谷の東側と西側とにある花園岩

の山脈から,この谷の底まで運ばれて,そこに形成されたものと考えられているO

この沖積砂疎層は,このように錫の重要な

鉱床をなしているので,この錫鉱床の開発の

ために,1870年代から数多の試錐や露天堀が

なされた結果,砂礁層の厚 さの分布が詳細に

判明しており,砂礁層の基盤はおもに石灰岩

層であることが,早 くから知られていた｡と

ころが石灰岩中から,時代判定に役立つ化石

が良いあいだ発見されなかったために,化石

によって時代が明らかになっている他地方の

地層との類推から,二畳石炭紀1) とされるの

写真 1 錫鉱山のひとつ｡白く見えているのが錫
石を含む沖積砂層でその下に古生代の石

灰岩がある｡これはクアラルンプール市
西北郊外のものであるが,キンク谷のも
のもこれによく似ている｡

が普通であった｡それが10年前になって,時

代決定に有効な化石2) がキンク谷の含錫石砂疎鉱床の基盤をなす石灰岩から発見されたのであ

る｡筆者がこの地方を訪れたのも,実は,この化石の探索 ･採集のために,大阪市立大学東南

アジア学術調査隊地質班の石井健一(大阪市大),加藤誠(北大),野上裕生(京大)の 3博士がこ

こ-来た機会を利用 したのである｡

こうして化石の発見 ･研究によってキンタ谷の含錫石沖積砂疎層の基盤をなす石灰岩層の時

代が二塁石炭紀 (一部デボン紀 ･シル リア紀も)であることが実証されたのである.東西両側

の山脈を構成する花園岩と,沖積層の基盤をなす石灰岩層との関係は進入であって,石灰岩層

のほうが花箇岩より古い｡石灰岩を含む古生界の土地は,今でこそ二つの花園岩の山脈のあい

だの谷底をなし,花園岩の山脈より低いのは無論であるが,それは長期にわたる侵蝕の結果で

あって,その侵蝕を受ける前には三畳紀の厚い地層に被われており, 現在 より1000m 以上 も

高 く,東西両側の花園岩の山脈の現在の高さと同じか,それより高かったはずである｡マラヤ

においては,花同着の所が高 くて,古生界,特に石灰岩層の所が低 くて谷をなしているのが一

般のようであるが,キンク谷のように岩質の違いが著 しく明白に地形に反映している所は,ほ

かには類を見ないようである｡そしてキンタ谷の沖積層の基盤の大部分をなす石灰岩の表面は

小さな凸凹はあっても,大局的には準平原に似ている｡この高さの低位準平原はマラヤの各地

に発達 しているようである｡こういう諸点が筆者の興味を強 くひいたのである｡キンク谷の地

形 ･地質については,これまで多 くの調査研究がなされているが,その地形発達についての研

1) マラヤの50万分の1地質図,1963年版には前期石炭紀となっている｡
2) 石炭紀のサンゴ,二畳紀の紡錘虫など｡
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兜は少ないようである｡よって筆者は興味をもつままに,観察がきわめて貧弱であるにもかか

わらず,あえてキンク谷の地形発達に関する考察を試みる次第である｡

ここにマラヤの地質旅行においてお供話になった方 々,特に下記の方 々に深甚の謝意を表 し

たい｡すなわち,マレーシア地質調査所の W.D.PROCTER所長はじめ各位,マラヤ大学地質

学教室の N.S.HAILE 教授,D.∫.GoBETT 博士 ら,大阪市大東南アジア学術調査隊地質班長
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図2 キンク谷およびその隣接地域の地質略図 A 沖積層, G 花 両署,P2三塁系,Pl二畳石炭系

- 95- 323



東 南 ア ジ ア研 究 第5巻 第2号

石井健一博士(大阪市大),隊員加藤誠博士(北大),隊員野上裕生博士(京大)である｡

Ⅰ キンタ谷の地形 ･地質概説

キンタ地方の地質 ･鉱床については,1880年代以来,多 くの地質学者によって調査研究され,

多数の報告 ･論文が発表されているが,その中で1960年にマレーシア地質調査所から刊行され

た F.T.INGHAM3) と E.F.BRADFORDの 〃ベラク州キンク谷の地質と鉱産資源 (1:63,360

地質図幅イポーおよびバ トゥ･ガジャ添付)"が最 も新 しく,最 も総合的で,かつ詳密である｡

上記の通り筆者の旅行は短時 日で,現地での観察が乏 しかったため,以下の論述には同書に負

うところが少な くない｡

1. キンタ谷の位置と地形

この小文でキンタ谷というのは,ベラク州の州都イポーを含む南北方向の谷であって,その

谷底に堆積 した沖積砂傑層の基盤は古生界の石灰岩,一部粘土質岩でできていることが実証さ

れている所をいう｡その長さは 80km,幅はだいたいにおいて北部で狭 く,5km 内外で,南-

行 くほど広 くなり,イポ-以南では 10-12km に達するO谷底の標高は北部のチェモー (Che-

mor)の北方で 80m を越えるが,中部のイポーで 40m,南部のカンパ- (Kampar)の南西で

は 10m 未満となる｡キンタ川の本流は,その源を東側の花園岩山脈のなか, イポーの東南東

直距離 35km にあるカメロン高地 (CameronHighlands)の北方に発 して北西-流れ,タンジ

ョン ･ランブータン (TanjongRambutan)付近で,筆者がいうキンク谷に達 し, 南西へ進ん

でイポーを過ぎてからは,谷底の西縁近 くを南へ流れるoイポーの南郊でキンタ川に合するそ

の支流パ リ (Pari)川はチェモーの北方 6km にある谷中分水以南の水を集めて商流するもの

である｡

このチェモ-北方の谷中分水以北もなお 20km のあいだの形態 も谷底の沖積層 もその基盤

も,以南とほとんど変わらないので,この小文では,それもキンク谷に含めるが,流域はキン

タ川のものではなく,ベラク川の他の支流プラス (Plus)川の流域になる｡上記の INGHAM ら

の報告では上記の谷中分水以北の部分はとり扱っていない｡

2. 東西両側の花梅岩山脈

キンク谷の東西両側には南北方向の花梅岩の山脈が走っていることは上述の通りである｡東

側の山脈はマラヤの主山脈4'(MainRange)であって,その高さは 1400-2000m あり,上記

のカメロン高地の南西 5km の ドゥリ(Duri)山が 1531m, 同高地の北 5km にあるバ トゥ･

ブリチャン (BatuBrichang)山が 2031m,後者の北北西 22km にあるコルブ (Korl)u)山が

2183m である｡コルブ山は主山脈の最高峰であるが,ベラク,ケランタン (Kelantan)両州の

3) 1946-1952の6年間のマレーシア地質調査所長

4) マラヤの基本地質構造の方向は南北であって,現在のマラヤ半島の方向北北西に斜交する｡
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境をなす主山脈の山稜からはずれて,その 4km 酉に位置三している｡ またコルブ両は上記タン

ジョン ･ランブータン町の東微北 17km に位置する｡ なおマラヤの50万分の 1地質図によれ

ば, コルブ山の地質は花闇岩ではな く,花嗣岩に近入 された後期石炭紀の砂質岩層である｡

キンタ谷南端に近 く,その東側のfi｣麓にあるカンパ-の町の束にブジャン ･ムラカ(Bujang

Melaka)山と呼ばれる花闘岩の山塊があるO 最高峰の標高 1241m｡ 長径 14km,短径 9km,

長径が南北の楕円形を している｡ この山塊はケル ンバ ットのように主山脈に付着 している｡

キンタ谷の西側の山脈はクレグン (Kledang)LL川原と呼ばれるもojであって, キンク川とベ

ラク川との分水界をなすのであるが,上記の主山脈よりはるかに短い｡花尚岩からなり, r川派

として明らかな部分は南北の長さ 40km に達 しない｡ 高さも主山脈より低 く, 800- 1000m

で, だいたいにおいて, 北に高 く南に低い｡ 最高峰はチェモーの西にあたるベニ ンジャウ

(Peninjau,1051m)lLJであるが, イポ-の西にあるクレグン山は 806m であるO それより南

はrl｣は漸次低 くなり,10km 進んで,バ トゥ ･ガジャ (BatuGajah)西方のヒジャウ (Hijau)

山で 544m に下が り, そこから 3.5km 行 って 200m に低下 して, 花闘岩は古生界粘土質岩

層の下に没する｡

3. キンタ谷沖積平野にそびえる石灰岩丘

キンタ谷がほぼ平坦な広い沖積平野の谷底をもっことは上に記述 した通 りであるが,この渓

谷には,そのほかに,切 り立 った崖で囲まれた石灰岩の大小の丘が,い くつも,谷底から急に

そびえたち,この谷の著 しい特色をなしている.これらの丘は東側の花園岩の山の麓に近い所

に多い｡西側にはイポ-の北北東にあるものを除いてはない｡高さや大 きさは一定せず,高さ

は150mから600mまである｡カンパーの北北東 8km にあるテンプロン (Tempurong)山 は特

に大 きく,その平面形はT字形をなし, その長 さ 5.5km に達するOそのT字の上縁は,北北

西-南南東にのびた花梅岩の山麓につい ている. 最高峰の標高 611m である｡ これ らの石灰

岩 丘の特徴は,(1)沖積面から急にそびえること, (2)直立 した崖で囲まれていること,(3)石灰洞

がよく発達 し, ドリ-ネと直通 した鉛直の洞窟が多いこと,(4)上面には ドリ-ネがた くさんで

きていて,凹凸が著 しいことなどである.石灰洞内が仏教寺院に利用されていることがある.5)

4. キンク谷の地質系統

文献と現地観察に基づいて,キンク谷の地質系統を下記の通 りに設定 した (上から下-)0

④ 沖積層 (錫の二次鉱床)

(夢 花園岩 とそれに伴 う脈岩類

(錫の一次鉱妹を含む)

1

-
ノ

二本 整 合

完新世

白亜紀

5) クアラルンプールの北郊にあるバ トゥ･ケーブ(BatuCave)も同じような石灰岩丘にできた石炊
洞であるが,その中にはヒンズー教の神がまつってある｡
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遭 入

(勤 中 生界

① 古生界 石灰質相発達

三 畳 紀 ?

畳 紀
石 炭 紀
デ ボ ン 紀
シル リア紀

云-ヾl
T
シ′

5. 古 生 界

上に少 しふれたが,キンク谷の沖積砂裸層の基盤をなす石灰岩やその沖積平野から急な崖を

もってそびえる石灰岩丘の石灰岩からは,11年前まで,時代決定に役立つ化石が知 られなかっ

た｡1956年になって初めて,時代決定に使えるサンゴなどの化石が発見され,キンタ地方の石

灰岩の一部が下部石炭系であることが明らかにされた (INGHAMら,1960,p.20)｡ついで1958,

1959年にチェモー付近の石灰岩からシル リア紀(?)筆石化石が発見 された｡さらに1963年に,

西独ボン大学教授 MtmLER 博士はチェモー北方の石灰岩から発見 したデボン紀のコノ ドント

化石を報告 した (ALEXANDER andMtJLLER,1963)｡一方において1958年ころから錫鉱山で錫

石を含む砂磯を採 り去った跡の石灰岩の中からマレーシア地質調査所の K.S.TooNG民 らや

マラヤ大学の GoBBETT 博士 らの努力で紡錘虫そのほかの化石が発見 され始めた｡大阪市大石

井健一博士は1965年にカンパ-の南西にある H.S.LEE鉱山の石灰岩層の層序を調査 し,紡錘

虫そのほかの化石を採集 し,翌年同鉱山産下部二塁系紡錘虫化石研究の予報を発表 した(IsHII,

1966)0 1966年12月に筆者がイポー地方を訪れた時は, ちょうど石井 ･加藤 ･野上の 3博士が

H.S.LEE鉱山そのほかの錫山の石灰岩の層序研究と化石採集を始めた時であって,これ ら3

氏は紡錘虫 ･サンゴ ･二枚貝 ･巻貝などの化石を多数採集 した｡その研究成果はそのうちに発

表 されるはずである｡これらの化石の示す時代は,二畳 ･石炭両紀がおもであるが,そのほか

デボン紀 もあるようである｡

キンク谷の古生界は, マラヤで仕事を してきた地質家が CalcareousSeries(石灰岩統)と

呼んでいたものであって,これには石灰質柏と粘土質相の 2岩相が区別される｡石灰質相が大

部分である｡

石灰質相はいうまでもな く石灰岩からなるものであるが,これは上述の通 り,キンタ谷の沖

積砂裸層の基盤をなし,またキンタ谷の著 しい特色の一つである石灰岩丘を造 る｡

石灰岩は一般に白色または淡灰色であるが,暗灰色のこともあるD MgO は普通 0.5-3.6%

であるが,まれには19%に達することがある (この場合は石灰岩でなくて,ドロマイ トである)0

花尚岩の接触を受けて,多少結晶質であることが多い｡花園岩に近づ くほど,粒度が大きくな

るのが一般である｡キンク谷の石灰岩の中から知 られた接触鉱物には,ヴェス-ヴ石,柘棺石,

透輝石,透角閃石その他がある｡

粘土質柏の岩石は貢岩,粘板岩とそれ らの変成物 (千枚岩 ･片岩 ･ホルンフェルス)である｡

その最大の露出地は, キンク谷西側のバ トゥ･ガジャからタンジョン ･トゥアラン (Tanjong
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Tualang)まで南北に 18km 延びた, 幅 6km,標高 100m 内外の低い丘陵地 (その周縁の低

い 部分は沖積層で被われているらしい)6) であるO 筆者は現地を訪れる余裕がなかったが,1:

63,360地形図を見 ると,汁年期 にまで開析されていること, 一 部はゴム閲に利用されているこ

とがわかる｡粘土質相の岩石はバ ト,】7･ガジャの東方やタンジョン ･ランブータンの南方 と北

方にも低い小丘を造 っている｡

以上のほか,石灰岩層中にレンズ状に爽在 し,沖積砂硬層に被われて見えず,試錐によって

初めて存在がわかったものもある｡

戦前にはマラヤの貢岩層は二塁石炭紀の石灰岩層 より新 しく,三畳紀であるとの見解が多か

ったが,貢岩層が石灰岩層車に爽在することが,数多の天然 ･人工露頭によって漸次確め られ,

今では三畳紀 とい う見解は影をひそめて しまったようである｡

また1910,1920年代には,水成巨礁粘土層が二畳石炭系中に存在すると主張 されたことがあ

るが,これは特別に堅硬な部分を有する変成粘土質岩層が風化 したものであることが,その後

明らかにされたO粘土質岩が花園岩の接触変成を受けた際,その構成鉱物の種類にはいろいろ

の場合がある｡そのきわめて特殊な鉱物をもった例 として,電気石鋼玉岩がある｡これは1884

年に一種の火山岩 として報告されたものであるが, ScRIVENORが1910年に上記の名まえをつ

けた｡

以上の石灰岩続を被 うように1:63,360地質図に描かれている砂質岩統 (ArenaceousSeries)

が, キンク川下流部西側の トゥロノー (Tronoh)付近で丘陵をなしている｡ 保存不完全な植

物化石が,一度報告された以外には化石が出ないので,時代は不確かであるが,岩質が中部三

畳系の Halobiamoussoniを含む岩石に酷似 しているので,三塁系 とされている0

6. キンタ谷東西両側の花園岩

花組岩が主山脈 (MainRange),ブジャン･ムラカ山塊, クレグン山脈, トゥロノー一一タンジ

ョン ･トゥアラン丘陵等を造 っていることは上に記 した｡いずれの場合も黒雲母花園岩であっ

て,部分的には斑状である｡また局部的に花街斑岩,石英斑岩があり,花闘岩はペグマタイ ト

アプライ ト,脈石英に貫かれる｡花園岩の長石は正長石,徴斜長石,斜長石で,有色鉱物は黒

雲母に限 られる｡ クレグン山脈産花尚岩の一例では,SiO274.38,CaO0.98,Na202.92,K205.04

である｡

INGHAM らはキンタ花園岩の地史を次のように表わ している (INGHAM etalリ1960)｡

(1) 花闇岩マグマの上昇開始O

(2) 最初の進入マグマは母岩 との接触により急激に冷却して石英斑岩 となる｡

(3) 石英斑岩の節理形成 と花庸岩マグマの進入継続｡

(4) 石英斑岩 と早期花嵐岩 との節理形成｡

6) 1:63,360のバ トゥ･ガジャ図幅には沖積層は全く省略されている｡
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(5) 花園岩マグマの固結.

(6) 主要気成期 :錫 ･タングステン生成｡

(7) アプライ ト･ペグマタイ トの進入｡

(8) 後期気成期 :金鉱脈形成｡

(9) 熱水期 :脈石英逝入｡

(10温泉作用｡

(ll) 風化作用.

マラヤ花園岩の近入期については諸説があって,古生代であるとか,古生代と中生代との 2

期とかいわれたことがあるが,いずれも根拠薄弱である｡現在,一般に認められている近入期

は後期中生代,おそらく白亜紀である (INGHAM etalリ1960)0

7. 地 質 構 造 (図 3参照)

上述の通 り,方向がほぼ南北であるキンク谷においては,谷底が古生界石灰岩統からできて

おり,その東西両側の山脈が花園岩からなるので,1913年に ScRIVENORは花園岩と古生界と

のあいだは南北の断層で境され,それら2本の断層ではさまれた部分が地溝であると説明した

ことがあった｡しかしながら,

その後の精査によって次のこと

がらが明らかにされたのである｡

すなわち,(1)そういう大きな断

層は見出されないこと,(2)古生

界と花園岩との境界線は複雑で

あること,(3)境界線に近い古生

1石灰岩層,2花岡岩,3旧期沖積層,4新期沖積層

図 3 キンタ谷を横断する模式地質断面図

界の岩石は接触変成を受けており, 花園岩の中や境界に近い古生層の中に Sn,W,Feなどの

火成鉱床があること,(4)古生界の走向が,その付近における花田岩と古生界 との境界線に平行

し,境界線が曲れば古生界の走向もそれに応じて曲ること,である｡

従ってキンク谷の底を構成する古生界は,全体 として向斜をなしていることが考えられる｡

古生界と両側の花園岩との概略の境界はほぼ南北であるが,北のほうが幅せまく,南-行 くほ

ど幅が広 くなるので,この向斜は南-少 しピッチしているのではない かと推定されよう｡古生

界の中の構造はというと,だいたいの走向は南北であるが,局部的な変化が多い｡傾斜は東の

ことも西のこともある｡傾斜角は300-700｡走向 ･傾斜を図上にプロットしてみると,槽曲が

複雑であることがわかる｡しかし鍵層がまだ知られていない現在では,槽曲の実情を知 ること

は不可能である｡

8. 沖 積 層 (図 2にはキンタ谷の沖積層は省いてある,図 3参照)

キンタ芥の沖積層は錫の砂磯鉱床であり,錫の主要な/i産源をなすものであるから,経済的
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にはこの地方の最も重要な資源である｡沖積層の厚さは試錐や露天蹄によって, 3-22mで,

一般に南-行 くほど厚 くなることがわかってい る｡

INGHAM らはキンタ谷の沖積層を次の通 りに区分 している｡

(4) 有機質泥と泥炭

(3) 新期沖積層

(2) 旧期沖積層

(1) 巨 磯 層

(1) 巨疎層というのは, キンタ渓谷東側のゴペ ン (Gopeng) 付近に分布するゴペ ン層など

を指 している｡この付近は現在o)標高巌高75mであるが,錫の採掘のために,もっと高かった土

地が削 られて現在のようになったという｡この付近の土地は,その西方の平野より約30-40m

高い｡ゴペ ン層は(2)より少 し古いと考えられている｡

(2) 旧期沖積層というのは,キンタ谷の谷底のほとんど全部を被 う沖積層を指すものであっ

て,粘土 ･砂 ･疎からなる.筆者はごく一部 しか観察 したに過ぎないので,文献を読んで判断

したのであるが,旧期沖積層というのは,A ･Bの 2部に区分できるのではないかと考える｡

Aは灰～褐色の砂質粘土を主にして,うすい砂層 ･礁層をはさむ｡水平層理が発達 している｡

W ALKER (1955)が"比較的細粒であること, 層理が発達 していることは, それが深 くて静か

な水の中で堆積 したことを示す｡･-･･･"といっているのは,筆者がいうAのことであろう.Bは

白い砂礁層であって,W ALKER が "時 々,水が騒 ぐことがあって,大きな棟層が堆枯 した"と

いっているのは,Bのことと思われる｡一般にBは旧期沖積層の上部を占めることが多いらし

い｡

(3) 新制 沖積層というのは,現在の河川沿いに堆精 しているものをいう｡

(4) 有機質泥と泥炭とが沖積層にはさまれることがあり,樹幹が出ることもあるという｡従

って,(4)は水底に堆積 したものに違いない｡ 筆者が訪れたカンパ-南西方の H.S.LEE 鉱山

では砂硬層の下に2m の亜炭層を見た｡ こういう樹幹や木片を使って,C14時を測定する必要

がある｡

キンク谷の沖積層の時代判定に使える材料は今のところ乏 しい｡ INGHAM らによると, 新

石器がバ トゥ ･ガジャ付近やカンポン･クアラ ･ディパ ン付近の新期沖積層から発見され,後

地からは象の歯 も出たo こ の象の歯 は チ ェ モ ー付近で発見 された象の歯とともに ElePhas

maximus(現在のインド象)に同定されたという｡キンタ谷からはずれるが,チェモーの北北

西 13km の所から出た象の歯は多分 ElePhasnamadicusと鑑定され た と い うo ElePhas

namadicusはヒマラヤrM旅の前山であるシワ リク丘陵の上郡 シワリク続から知られているも

ので,中部更新世を表わしている｡この鑑定がどれほど信頼できるかわからない し,産出屑準

も不明であるので,キンタ谷の沖積層の時代を決定するのは撫理と思われる｡

- 101- 329



東 南 ア ジア研 究 第 5巻 第 2号

沖積層を造っている鉱物は大部分,石英と粘土質物であって,蚕鉱物の大部分はチタン鉄鉱

･ジル コン･電気石である｡モナザイ ト･錫石 も分布が広い｡

Ⅲ キンタ谷における地形発達に関する一考察

1. 沖積層基盤の地形とその成因

キンク谷が地溝でな く,侵蝕による谷であることは,すでに述べた｡その侵蝕はどう行なわ

れたであろうか｡その考察をする前に,その侵蝕面すなわち沖積層基盤面の地形を知る必要が

ある.沖積層の厚 さは 3-22mで,一般に北から南へ行 くに従って厚 くなることは上に述べた

通 りであるが,詳 しく見れば,沖積層の厚 さの分布は複雑である｡すなわち沖積層基盤の地形

は複雑で起伏がある｡基盤は大部分,古生界の石灰岩からなることも上述 した｡産額世界一を

誇るキンタ谷の錫山では試錐でわかった沖積層の厚い所を選んで,円形に露天掘をするのであ

る｡筆者が訪れたカンパ-南西の錫山では露天掘の半径200m,深 さ15mで, 採掘の結果, 蛋

出 した石灰岩の表面は半径150m,深 さ10mの措鉢状をしている (写真 2,3参照)｡つまりこれ

は ドリーネにはかならないO これより大きい,ウヴァ-レの場合もあるであろう.いいかえれ

ば,錫鉱業というのは, ドリーネとかウヴァーレを探 しあてて露天掘を しているものといえよ

う｡キンタ谷の沖積層基盤の石灰岩の表面はカルス ト地形をなしているということができる｡

このカルス ト面は北から南-傾いている｡いま1:63,360地質図イポー図幅の北端にあるキン

330

写真2 錫石を含む沖積砂層の採掘跡｡露出しているのは
古生代石灰岩がほとんどであるが,上にうすく沖積砂層
がのっている｡キンク谷南部のMalimNawar付近

写真3 採掘跡に水がたまったもの｡地質
は写真2の場合と同じ｡写真2に示し
たものの近くにある｡
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夕谷の 1点 (A点とする)の谷底の標高を 240′とし,そこの沖積層の厚さを10′とすれば,蕊

盤の標高は 230′(70m)となる｡一方,バ トゥ･ガジャ図幅南端にあるキンク谷の 1点 (B点と

する)の谷底高度を25′, そこの沖積層の厚さを70′とすれば,基盤の標高は---45′(-13.5m)と

なる｡従って,A,B両点の高度差は83.5m となる｡A,B両点間の距離は 63km であるから,

基盤面の平均勾配は 83.5m:63km-1:754となる｡現在の河床の平均勾配は65.5m:63km-

1:977である｡ こうして谷底平均勾配が現在より急であり, 谷底を造 っている岩石が石灰岩

であるので,キンク谷が侵蝕で造 られた当時の谷底を流れた水の作用は,溶蝕 ･河蝕 ･運搬で

あって,堆積はほとんど行なわれなかったと推定される｡石灰岩地であるから,侵蝕は溶蝕が

おもであるが,河蝕も行なわれたことも確かである｡その証拠として,キンク谷のキンク川本

流と支流パ リ川が石灰岩地から石灰岩以外の土地を通 り過ぎて,また石灰岩地へ入ることがあ

げられる｡その具体的な例を次に述べるO(1)パ リ川がチュポー (Chepor)の東で石英斑岩の土

地を横ざる,(2)イポー北方 5km の所で,パ リ川は花輯岩の低い丘陵を横断する,(3)キンタ川

本流がカンパ-西南西 7.5km の所で,古生界粘土質層の岩石の土地を横ざる｡

上に述べた通 り,キンタ谷の侵蝕期には勾配が現在より急であったと推定できるが,そのほ

かに淘水準が現在より低かったほうが,もっぱら侵蝕が行なわれるために好都合であったはず

である｡ 海水準低下の主要な原因には, 地盤の隆起と氷期における負の eustaticmovement

とがあるが,マラヤでは第四紀の著 しい地盤運動はあまりなかったようなので, 後者をとるの

が妥当である｡ マラヤの束にあるスンダ海の海底には, 埋積されない明瞭な海底谷系が100m

以深まで知られており,更新世の氷期には海水準が100m以上低 く,スンダ海は乾陸であって,

ジャワ ･ボルネオ ･スマ トラはマラヤと陸続きであったことが推定されている｡従ってキンタ

谷の侵蝕期は更新世の氷期であって, 海水準が100m以上低かった蓋然性が人きいといわねば

ならない｡W ALKER (1955)は,キンタ川の本流であるベラク川の河口付近での試錐によって,

沖積層の厚 さが 400′(120m)であることが明らかにされた事実を利用 して,キンク谷の侵蝕期

には,海水準が-120mより低かったと推定 している｡

次にキンク谷の谷底の特色のひとつになっている石灰岩丘の成因について考えたいO これに

ついて1910年代から地塁説 ･背斜説 ･横移岩塊説などがあったが,いずれも確かな証拠を欠い

ているらしいO筆者はキンタ谷の谷底をなす古生界石灰岩が谷底の全域にわたって一様に侵蝕

されないで,一部侵蝕の進度が遅れている部分が,問題の石灰岩丘であると推定 したい｡ しか

しながら,この見方が正 しい としても,そこがどうして侵蝕を免れたのかとい う問題は洩る｡

岩質が本来違うのか,それとも接触変成の結果,侵蝕に対する抵抗が強 くなったのか,という

ことも考えられる｡今後の研究に待ちたい｡石灰岩丘の高さと大きさが一様でないことは,上

に述べた｡高さが大きさに支配されていることも確かであるが,高さがいろいろあるのは,石

灰岩が溶蝕を受けて低 くなってゆ く途中の段階を反映 している場合もあるであろう｡
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2. キンタ谷の旧期沖積層の堆積について

筆者は上述の ｢旧期沖積層｣の項で,この地層はAとBとに分けられると思われること,A

は水平層理が発達 した,主として砂棟粘土からなる層で,砂の薄層と裸の薄層をはさむこと,

WALKERが "-･-それ (旧期沖積層)が深 くて静かな水の中で堆積 したことを示す｡･--"と

いっているのは,筆者のいうAのことと考えられること, Bは白い砂礁層であって,WALKER

が"時 々水が騒 ぐことがあって, 大きな磯層が堆積 した---''といっているのはBであろう,

と述べた｡

従って旧期沖積層は,平常は深い水中で静かに,そして時には,騒いだ水の巾で急激に堆積 し

たものといえる｡この水はこの谷を最高海抜70mあたりまで満たしたと考えられる｡WALKER

らは氷期における eustaticmovementによって海水準が上昇 した時に海水が谷のrilへ侵入 し

て溺れ谷を造ったと考えている｡ WALKER の所説を引用する｡ り氷河の消長による海水準の

eustaticmovementは全世界を通じてよく証明されている｡主要段丘7)の水平性,マラヤの他

地方における旧期沖積層堆積の最大高度の類似,現在の沖積層堆積地帯内における隆起海岸丘

陵 (raisedbeaches)の存在はすべて,eustaticchangeがこれらの事象の形成の主因をなし

たことを示唆する｡"筆者は WALKER の所説に賛成する｡

3. キンク谷の谷底の徴地形

WALKERの記述を引用する｡"--キンク谷とその主要な支谷との縦断形を1:63,360地形図

から描 くと,250′(76m)と300′(92m) との等高線の中間に勾配の急変があることがわかる｡

""谷の中流では, この標高の土地は谷底の堆積面をなして連続 し, その面をうがって現

在の川が流れる｡ところが,下流-行けば行 くほど,谷底堆積面の侵蝕されて消失 した部分が

広 くなる--･｡"

筆者の現地調査期間は短 く,範囲は狭いので,主として1:63,360地質図から判断するだけで

あるが,上に引用 した WALKERの記述はだいたいにおいて正 しいようである｡250′の等高線

がキンクの本谷や主要支谷を槙ざる所は石灰岩地 (正確にいえば, 沖積層に被われた石灰岩

地)から花闇岩地または粘土質岩地-潮った所である｡キンクの谷底は一見 して平坦に見える

が,イポーから南-,下流-行 くに従って,現在のキンク川とその支流 との河床は両側の旧斯

沖積層地より数mから10m低 くなってゆ く｡ただし明瞭な河岸段丘はないようである｡

また旧期沖積層地上に急にそびえる石灰岩丘の麓には3-5mの高さの切れこみがあることが

あるが,これは海か湖の停滞水の水蝕によると考えられている｡当時ここが水辺であったこと

が推定される｡これらの切れこみの中には,天井の外縁から垂れ下がった大きな鐘乳石が,そ

の洞窟の底にできた堆積物 (旧期沖積層の一部)を貫いて石灰岩の床に届いているものがある

7) これは旧期沖積層堆積面を指すものと思われる｡ W ALKER はそのほか巨棟層地を水平に切った波
蝕面があるといっているが,これについては筆者は疑問を抱いている｡
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とい う(WALKER,1955)｡これはその鍾乳石のほうがその沖積層より古いこと,すなわち,そ

の沖 積層が堆積 しないうちに,鐘乳石が天井か ら垂れ下がって切れこみの下底に届いたことを

示 している｡

4. キンク谷地形発達略史 (図 4参照)

(1) 海水準の低下 (現海水準に比較 して-130m?,以下 これにならう)-更新世末期

キンク谷の侵蝕 (溶蝕･河蝕)による形成

(2) 海水準の上昇(最大+70m)-完新世初期 +50m

海水のキ ンタ谷-の侵入 (上昇が約十50m

の時にできたと推定される水平の切れこみ

が,石灰岩丘の崖の麓に見 られる)

巨礁層 ･旧期沖積層の堆積

(3) 海水準の低下 (約0m)-･完新世

旧期沖積層の侵蝕

(4) 海水準のわずかの上昇(+3m?)-完新世

新期沖積層の堆積

(5) 侮水準のわずかの低下(Om)-完新出
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図4 海水準の昇降を示すダイアグラム

(現海水準をOm とする)
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